
様式第 1号 

会 議 録 

会議の名称 令和４年度 所沢市要保護児童対策地域協議会 第 1回 実務者会議 

開 催 日 時 令和 4年 5月 19日（木） 午後 1時 30分～3時 30分 

開 催 場 所 所沢市役所 604会議室 

出 席 者 児玉 知子  （埼玉県所沢児童相談所） 

髙見 昭彦  （埼玉県所沢警察署） 

安田 恭子  （埼玉県狭山保健所） 

本橋 正弘  （埼玉西部消防組合） 

嶋﨑 英正  （埼玉西部消防組合） 

小穴 愼二  （西埼玉中央病院） 

高橋 明美  （防衛医科大学校病院） 

坂東 美香  （埼玉県助産師会所沢地区） 

木所 弘美  （所沢市民生委員・児童委員連合会） 

木村 幸子  （所沢人権擁護委員協議会所沢部会） 

原口 広美  （青少年育成所沢市民会議） 

高橋 祐二  （所沢市社会福祉協議会） 

佐藤 真樹子 （所沢市幼児教育振興協議会） 

川口 真史  （埼玉県立所沢特別支援学校） 

中田 利明  （所沢市教育委員会学校教育部学校教育課） 

中村 啓   （所沢市教育委員会学校教育部教育センター） 

菅間 信一  （所沢市立小学校長代表） 

阿部 英貴  （所沢市立中学校長代表） 

奥井 祥三  （所沢市経営企画部企画総務課） 

野上 進   （所沢市福祉部生活福祉課） 

松井 優子  （所沢市健康推進部健康管理課） 

並木 教至  （所沢市健康推進部健康づくり支援課） 

岩雲 美香  （所沢市こども未来部こども福祉課） 

三上 佳明  （所沢市こども未来部青少年課） 

井上 大輔  （所沢市こども未来部保育幼稚園課代理） 

清水 康雄  （所沢市こども未来部こども支援課） 

欠 席 者 小林 治   （所沢市医師会） 

巣瀬 賢一  （所沢市歯科医師会） 

森 怜也  （さいたま地方法務局所沢支局） 

説明者の職・氏名 なし  

議 題 (１)令和３年度事業報告及び令和４年度事業計画について 

(２)取り扱いケースの支援状況について 



会 議 資 料 ・次第 

・令和４年度 所沢市要保護児童対策地域協議会 委員名簿 

・令和４年度 所沢市要保護児童対策地域協議会 実務者会議資料 

・実務者会議進行管理部会 開催状況 

・所沢市児童虐待対応マニュアル 

・令和３年度 養育支援訪問事業導入(終了)検討ケース一覧≪非公開≫ 

・令和４年度 養育支援訪問事業導入検討ケース一覧《非公開》 

・要保護児童進行管理台帳≪非公開≫ 

・要保護児童進行管理 終了ケース一覧≪非公開≫ 

・所沢市子ども家庭総合支援拠点連携体制・イメージ図 

・所沢児童相談所の状況 

担当部課名 こども支援課：清水課長、美甘主幹、守谷主査、橋本主任、吉田主任、今

井保健師 

【事務局】：こども未来部 こども支援課 こども相談センター 

電話 04-2998-9129 

 



様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋本主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児玉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、新型コロナウイルスの感染症対策として、新規委員の委嘱状交付

は、対面では行わず、要保護児童対策地域協議会会長（こども未来部長）

の挨拶は省略した。 

 

１ 開会 

事務局が開会 

 

２ 議題 

委員によって、下記のことが審議・決定された。 

○会議は原則通りに公開とする。ただし、個人に関する情報を取り扱う

議題については、非公開とする。 

○会議録は、要約方式で記録し、発言者名・答弁者名は公開とする。 

○公開の場合、傍聴者に対して会議資料を配布する。（傍聴者なし） 

○会議録は議長の承認をもって確定する。 

 

以下、議長（こども未来部こども支援課長）が進行。 

 

(１)令和３年度事業報告及び令和４年度事業計画について 

 「令和４年度所沢市要保護児童対策地域協議会実務者会議資料」（1～13

ページ）に沿って説明した。資料は、事前送付し、会議時間短縮（新型コ

ロナウイルスの感染症対策）のため説明は、主な点（変更点等）のみとし

た。 

 

（２)取り扱いケースの支援状況について 

 

※以降の議題については、個人情報を取り扱うため、非公開 

 

３ その他 

「所沢児童相談所の状況」に沿って、下記６項目について説明があった。 

１． 管内の概況 

２． 相談の内容 

３． 児童虐待相談対応件数 

４． 児童虐待の通告経路 

５． 児童虐待の分類 

６．子ども虐待による死亡事例等の検証結果（厚労省） 

児童相談所の施設について、熊谷児童相談所の老朽化により移転整備を

進めている。令和５年３月開所予定。川越児童相談所と所沢児童相談所の

管轄人口が１００万人を超えており、管轄人口の平準化を図るため、朝霞

市に８番目の児童相談所を設置予定である。令和７年度開所予定である。 

 

 



髙見委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美甘主幹 

 

 

所沢警察署における児童虐待事案に対する対応状況等について説明があ

った。 

埼玉県では、児童相談所へ通告した児童数は 9716 名、前年度と比較し

461名減少した。 

所沢児童相談所へ通告した児童は 492名。前年度と比較すると 22名程増

加した。 

虐待種別としては、身体的虐待が 84 名、ネグレクトが 40 名、心理的虐

待が 368名。 

他の警察署と比べ身体的虐待の割合が多い。体罰を加える家庭が多い。

体罰が虐待と認識されておらず周知が不足していることが要因であると思

われる。引き続き関係機関との連携し、児童虐待の早期発見、未然防止に

努めていくとともに、周知啓発を行う。 

 

○「所沢市子ども家庭総合支援拠点連携体制・イメージ図」に沿って、

令和 4年度より子ども家庭総合支援拠点を設置した旨説明を行った。 

○所沢市経営企画部が構成機関に加わったことを説明。 

○令和 4年 5月 12日に行われた代表者会議において、所沢市民医療セン

ターを構成機関に加えてはどうかとの意見があったため、検討することと

した。 

４ 閉会 

 事務局が閉会 

 


